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学校教育計画（令和６年度～令和９年度） 
 

学校名 津久井支援学校 
課程・学科 

教育部門・学部 

肢体不自由教育部門・知的障害教育部門 

小学部・中学部・高等部 

 

１  学校のミッション 

 共生社会の実現に向け、地域とともに、児童・生徒の自立と社会参加を目指して、一人ひ

とりの教育的ニーズに応じた教育を行う。 

 肢体不自由教育部門・知的障害教育部門の特別支援学校として、小学部・中学部・高等部

を通した一貫した教育を行うとともに、一人ひとりの障がいの状態等に応じた就労支援の取

組を充実させる。医療的ケアを必要とするなど、多様な教育的ニーズのある児童・生徒の教

育活動全般について、安全に実施する校内体制の整備をすすめ、個々の障がい及び健康等の

状況に合わせた専門性の高い指導を実践する。加えて、児童・生徒の主体的な活動を促す教

育活動の充実を目指し、一層の授業改善に取り組む。 

 また、センター的機能を発揮し、地域の各学校における支援を必要とする児童・生徒等へ

の教育的ニーズに応じた効果的な支援を行うとともに、地域の実情を踏まえ、交流及び共同

学習等を通した、児童・生徒の相互理解を図る。 

 
２ 学校教育目標 

〇児童・生徒一人ひとりに「社会とかかわる力」「思いやる力」「たくましく生きる力」を

育成する授業実践・研究を推進 

〇自立と社会参加をめざし、小中高の一貫した計画的・組織的な教育の実践 

〇ＩＣＴ機器等の有効活用を含め、専門性の高い教育活動の実践・研究・発信 

〇地域の学校等への、センター的機能による組織的なコンサルテーションの推進 

＜目指す学校像＞ 

 ●児童・生徒がもっている力を発揮し、意欲的に学べる学校 

 ●教員が使命感をもち、前向きかつ積極的に活躍する学校 

 ●地域の学校等と信頼関係を築き連携する学校 

＜目指す子ども像＞ 

 ●意思を伝えたり、自己選択・自己決定をしたりすることができる子ども 

●自分もまわりの人も大切にする子ども 

 ●主体的にかかわろうとする子ども 

 
３ 計画策定時点での課題 

〇学習指導要領に基づく小中高の系統性や連続性を評価し、一貫性のある教育課程の編成を

さらに進めることが課題である。 

〇授業実践の整理と研究を進め、積極的な研究成果の共有とそれらを校外に発信することが

課題である。 

〇ＩＣＴ機器のさらなる有効活用により、部門や学部学年を越えて学校全体で児童・生徒の

力を引き出す有機的な教育活動を実現・活性化することが課題である。 

〇開かれた特別支援学校として、本校の専門的な授業実践や授業公開、情報の発信等をより

積極的に行う。また、地域社会がインクルーシブな社会へ近づくよう本校の在籍児童・生

徒が地域の学校との交流及び共同学習等をさらに積極的に進めていくことが課題である。 

〇地域等との組織的な協働により児童・生徒の学びの場の広がりを図り、教育活動を充実さ

せていくことが課題である。      



 

４ ４年間の目標と主な方策 
 

 視点 ４年間の目標 目標達成に向けた主な方策 

１ 
教育課程 

学習指導 

・自立と社会参加をめざし、一人

ひとりに応じた指導の充実と集団

の学びの確保を両立した系統性・

連続性のある教育課程を編成す

る。 

・ＩＣＴ機器等の有効活用を推進

し、専門性の高い教育活動を実践

する。 

・学習指導要領に基づいた教育課

程を全学部で共有し、授業改善に

生かす。 

・学校全体で授業実践の確認・見

直しを行い、学びの系統性・連続

性の実践・評価・改善を図る。 

・ＩＣＴ機器等を利活用した授業

事例を全職員で共有し実践する。 

２ 
(幼児・児童･) 

生徒指導・支援 

・学校全体で個別教育計画の策定

に関わるしくみを構築する。 

 

・組織的な支援体制により、児

童・生徒一人ひとりの多様なニー

ズに応じた児童・生徒指導・支援

を行う。 

・専門職等を活用した個別教育計

画の策定と、ねらいが明確な指導

計画をたて授業内容の充実を図

る。 

・家庭や地域の関係機関との連携

により支援シートを作成し、教育

活動に生かす。 

３ 進路指導・支援 

・児童・生徒一人ひとりの将来の

生活の充実を目指した進路指導・

支援を行い、将来の自立と社会参

加を実現するために必要な力を育

成する。 

 

・児童・生徒の意思決定力を高め

る指導を実践する。 

・将来の生活を見据え、地域資源

を活用した作業学習や小学部から

高等部までの系統性のあるキャリ

ア発達支援や進路指導の改善・充

実を図る。 

・進路選択に向けた情報発信の充

実に取り組む。 

４ 地域等との協働 

・共生社会の実現に向け、地域の

学校等や地域住民との協働による

教育活動を展開し、地域貢献を推

進する。 

・センター的機能を発揮し、小中

学校及び高等学校への組織的なコ

ンサルテーションを充実させる。 

・地域の学校等との交流及び共同

学習を充実させるとともに、地域

防災など地域住民との協働的な活

動を推進する。 

・巡回相談等を通して、小中学

校、高等学校への組織的な学校コ

ンサルテーションを継続的に行

う。 

５ 
学校管理 

学校運営 

・安心安全な教育環境づくりに取

り組む。 

・開かれた学校として、本校の教

育活動等を外部に情報発信する。 

・組織的な学校運営と校務の効率

化を図る。 

・全職員が事故、不祥事防止に主

体的・意欲的に取り組むしくみを

構築する。 

・ＨＰへの反映や更新回数を増や

す、地域の情報誌へ発信する等、

情報発信に積極的に取り組む。 

 


